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弾性索の集合からなる把持・操作機構

新技術の目的

単純な柔軟把持機構
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複数の弾性索で２円環を結んだ円筒型機構により、弾性索を多方向から物体へ巻きつ
けて拘束する。非定型物体、柔軟物体、脆弱物体の把持が可能な単純な機構である。

新技術の構成例

新技術の実験結果例

流れの方向

物体へ巻きつく弾性索の挙動を解析
・オイラーのベルト理論の確認
・ベルト理論の二次元から三次元への拡張

円環に相対回転：左図
飴玉の包み紙のように拘束
円環に相対変位：下図
弾性索の集合が変形




